
 第１回（仮称）平和資料館開設準備懇話会について 
 
 

１ 概要 

（仮称）平和資料館については、コンセプトや展示内容の方向性等をまとめた基本計

画の策定や基本計画を基に施設や展示製作の設計等、ハード事業に関する取り組みを進

め、今年度は建設地の造成や樹木整備を行う。 

今後、開館に向けては、館の自主事業や運営体制等、ソフト事業に関する検討が必要 

であるため、学識経験者や他の公立の資料館の関係者等の専門的な見地から意見を聴取 

する「（仮称）平和資料館開設準備懇話会」を設置している。 

本年８月に第１回の会議を開催しており、内容は次のとおりである。 

 

第１回の懇話会（８月２７日）では、 

・基本計画及び実施設計の報告 

   ・コンセプトに基づく展示内容の整理 

  ・自主事業（展示以外） 

  について、事務局からの説明を行い、委員からの意見を聴取した。 

 

 

２ 開催期間  令和元年８月～令和３年３月（４回予定） 

 

３ 今後の取り組み 

  議会からのご提案などを踏まえつつ、懇話会での議論を深め、開館後の運営計画を 

まとめる。 

 

《資料》 

・懇話会構成員名簿                  

・懇話会の進め方（意見聴取事項）について 

・議題２：コンセプト等に基づく展示内容の整理について 

・委員の主な意見について（議題２） 

・議題３：自主事業（展示以外）について   

・委員の主な意見について（議題３） 

 

令和元年１０月１日 総務局総務課 

別紙１のとおり 

別紙２のとおり 

別紙３のとおり 

別紙４のとおり 

別紙５のとおり 

別紙６のとおり 
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８月 ２７日

（火）

１月 予定

４月 以降

(仮称）平和資料館開設準備懇話会の進め方

第１回 懇話会

第２回 懇話会

第３回 懇話会

第４回 懇話会

（議題）

〇（仮称）平和資料館基本計画・実施設計

〇コンセプトに基づく展示内容
・プロローグ（導入展示）

〇館の自主事業（展示以外）
についての意見聴取

（議題）
〇コンセプトに基づく展示内容

・戦前の北九州
・戦争と市民の暮らし
・空襲の記憶

〇館の管理・運営
についての意見聴取

（議題）
〇コンセプトに基づく展示内容の整理

・運命の昭和２０年８月８日・９日

・戦後の復興
・企画展示

〇館の管理・運営
についての意見聴取

（議題）
〇コンセプトに基づく展示内容の整理

・エピローグ展示

についての意見聴取
〇意見のまとめ
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第１回「(仮称)平和資料館開設準備懇話会」での委員の主な意見 

（概要） 

 

■議題２：コンセプト等に基づく展示内容の整理について（プロローグ展示） 

・このように、多世代の来館者が、なぜここに平和資料館があるのか、その場で 

理解でき、来館者を資料館に導入できるような仕掛けは必要である。 

・小学生は、原爆投下命令書や小倉陸軍造兵廠といわれても、それが何か分からな 

い。米軍がなぜここに原子爆弾を落とそうと思ったのか。誰が見ても分かるよう 

にするためには、もう少し分かりやすい何かが必要だと思う。 

・展示している米軍の原爆投下命令書は、資料の下に全体の説明があるよりは、 

全く同じフォーマットで翻訳されたものが上下に並んでいて、その下に説明があ 

ると、より理解が深まるといった資料的な親切さがあるとい良い。 

・全体のストーリーの展開の中で、「運命の８月８日、９日」が物語のピークに当 

たると すると、原爆投下命令書のところで、長崎と広島で起こったことの説明 

は、ある程度伝わるように組み込んでおかないと、８月８日、９日のできごとの 

意味を、正しく分かりやすく伝えることに問題が起きてくるのではないかと思う。 

・プロローグは照明を暗くすることで、違う空間に入ったということが分かるよう 

にすると、展示の時代に入り込める。 
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議題（３） 

 

（仮称）平和資料館の自主事業（展示以外） 

 
  

懇話会での活発な議論のため、次のとおり、論点を示している。 

 

 

論点１．子どもから大人まで学びを深めるための取り組み 

 

論点２．近隣の施設や学校等との連携による来客者の確保のための取り組み 

 

論点３．活動や魅力等を発信するための取り組み 

 

 

 
【参考：基本計画での方向性】 

（基本方針） 

■北九州の戦争の記憶に触れて、ふるさとを愛する気持ちを“はぐくむ”ため 

   【学習機能】 

・市民の体験や寄贈された資料等、収集資料を検証する。 

・他都市の平和資料館等との連携を進め、収蔵資料を調査・研究する。 

・学校と連携し、平和学習の場としての活用を図るとともに、市民の生涯学習を支援 

する。 

・関連図書の配置や語り部による戦争体験の講演会等、来館者の学びを深める。 

・展示鑑賞後、来館者が心の変化を確認できる仕組みを検討する。 

■人々の交流の輪や資料館の活動、魅力を“ひろげる”ため   

 【交流・発信機能】 

・戦争を知らない若い世代と戦争を知る世代の交流に向けた取り組み等を進め、資料 

館を  拠点に 様々な人々の交流や近隣施設への回遊を促進する。 

・ホームページの開設や収集資料が閲覧できるデータベースを運用する等、資料館の 

活動や資料の価値等を内外に発信する。 

  ・職員が出張し資料解説を行う出前授業等、アウトリーチを実施する。 

（運営計画・集客） 

・近隣施設等との連携やネットワークの構築や観光客等の取り込みを図る取り組みを 

検討。 
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第１回「(仮称)平和資料館開設準備懇話会」での委員の主な意見 

（概要） 

 

■議題３：自主事業（展示以外）について 

（論点１：子どもから大人まで学びを深めるための取り組み） 

・北九州市の資料館とＳＤＧs を関連付けて連携させるような取り組みで毎年、催 

し物があれば、独自性が生かせるのではないか。７月の平和学習の月間だけで 

も北九州市独自の取り組みをしたら良いと思う。 

・戦争の映画を多目的室で上映する、あるいは、戦争文学や地元に関するものを 

読み聞かせする、食のイベントをやるなど、色んなことをこの場所でやることに 

意義があるという考えは、一つのあり方としてある。 

・色んな文化、そういうものをこの場所でやるという姿勢。平和の資料館だから、 

それに関連したものを共有する自主的な事業もやることが必要。その時に重要なの 

は、独自性を保ちながら、来館者がそれぞれの立場で学ぶという事だと思う。 

 

（論点２：近隣の施設や学校等との連携による来客者の確保のための取り組み） 

・集客を狙うのであれば、特別展示はとても大事になる。子どもにアプローチしや 

すいもの、例えば、戦争の時代の背景を持った漫画雑誌や広告のチラシなどを取 

り上げると、もっと間口を広げて色々な方に見ていただく機会をつくり、そこか 

ら本来伝えたいものを見ていただけることにつながるのではないか。 

・資料館が建つこの場所は、文化施設が集約されており、歩いて散策できる。近隣 

施設が連携し合うような形が、理想的にできる場所である。 

・多くの人は１回しか、来るチャンスはない。そのチャンスを逃さず、興味を掻き 

立てるものを与える必要がある。 

 

（論点３：活動や魅力等を発信するための取り組み） 

・この地に資料館がある意味をどういった形で提示していくか。教育に関連した 

小学校児童や中高校生だけでなく、幅広い世代に門戸を開くという形でのアイデ

アが必要である。 

・長期的には市外、県外から来てもらうとなると、資料館と関係ない異業種と連携 

して売り込むという大局的なコンセプトを入れておかないといけないと思う。 

・多くの人に見てもらうためには、マスコミにも継続して取り上げてもらう必要が 

ある。類似の施設と連携して、どんな企画展をやっているかなど情報交換を行い 

企画を考える必要がある。 
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■その他の意見 

（展示の考え方） 

・展示全体が、反戦など、それだけに利用されないようなものが必要ではないか。

北九州市の平和資料館となると、戦前からの工業都市であり、ものづくりという

ことで、戦争に関わった歴史もある。 

・戦後、製造業のまちが、平和的なものをつくることに代わり、市民の努力によっ 

て、今日があるなど、その辺を強調する必要があるのではないか。 

・若い人達が当時は率先して軍の学校に進学したり、命を落としたりしたが、例え 

ば、当時の進学の状況など、そういうことも含めて展示をした方が良いのでは。 

 

（平和資料館の必要性等） 

・これからの戦争の伝え方というのは、戦争を知らない人間が、自分も知らない戦 

争を、さらに知らない世代に伝えなければいけない。伝えなければならない戦争 

の歴史をどうやって伝えていくか。本当に難しい時代に入っていると思う。 

・この施設を通して、若い人たち、子どもたちが、自分の町に起こったことを実際 

に自分の言葉で語ることができる都市になるというのは、本当に素晴らしい事で 

はないかと思っている。 
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